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１
内別を工施

村行費は次

に満施設分

備化がうを当の

整費度

助補設

事施環漁補該施

整対協す助の

業設境業

分
２

施備策同るの設

実

す施施施要等

内
以
１
の

し

次認対

る設設設とに

の２

設施行

施るて

のめ

のい以の

そつ８分

びに

内

帯は）以

附て内１

施

費は

を業又

業事業
設分

業助補

漁補該

うを当

行

工

、準加

ち基理

うる処
す及

定た設

に満施

別を

通
共

式
様
号
２
第
通
共

め

１
数
部

出
提

式
様
号

２
第

部 三
八



定 北

森す 海

る平 道

。成

林 町

告法 役

平 示 場

成 年 第昭 次に

十 ６ 和 の備

三 月 とえ

年 ５ 号年 お置

六 りい日

北 海

３

の 定
立村立次

指アイウ

伐林伐と

木木 主主森間
伐 はと整にお 施のの 伐

と 採採 業、し備係り 伐

伐画森す のの

択て計る

伐

道 公 報

定１２ 北

森す 海

る平保場指 道

予成安所

林
告

林

法
定 示定

で年予 第

あ６定

昭

の 和
る月森

。５林 号

日の目 年

第

造
木

的
駆業

先事
証

号

法

業
事

進
促

用

月 律 」て

五 第 は縦

日 、覧
省に

、る第

しす） 略供号

火 そ。

の

の）条

曜

第

係２

関

日

採で林る 方限 要

類２

書

、

件法よを定は度。

に
こ標の

。るる次

るすめ
と

で期り

が伐お

と準と
の。

立上る

る以す

き齢

第在的

律所

法

はも
木

郡の 第

前砂 ）松土 号

松流

第

字防 ２

町の の

前出 条

市
実

設
施

共
公

館 １

西備

道定

海規

北の

を項

村
町

経次

庁、

支り

島よ

渡に

課保

務に

林う

部よ

済の

木。
立る

該す
当と

、の 項

に
村
町
市
る
す
在
所
の

の

知 、

道 り

海 よ

北 に
定

規 高る

保
に

う

堀 よ
の

事 次

施

村共の

町公め

市いた
木備

うの整

行設設

が施
果をす

効化要

示質に

展

調
オの

イめ
バた

や実る

等
ル討
ネ検
エ、
ス査
マ

林

及安

活す
の要
ーに
ギ

定１

前指

松を

び
北

森を 海

解平 道

除成解場

林
告

除所

法
す 示

る年予 第

予６定

昭
和
定月保

町
市
る
係

村立次経

イウ庁

木 主森間の済

おの林

の 伐林伐と次部

し備係り図務 伐 と整に

１２３

指

也 を
林

達 安

定木主 定 安立

保指指ア

経

、 の伐は の施の伐 林

施
ル実
ボに
ン的費

シ証 る

内
以
１
の
分
２

のす
性

る
図
を
進費
促経
用

で５安 号

。所

律るの

法あ日林

年

在

第

東限 第

河に ）
号

郡る

課 採

町 ２幌） の士。 条

森す及及 の

て計ると」
当

採で林るびび 限

伐画
を定は度。

るる次の町

すめ、次別

と準とお場

こ標のと役

で期り」備

が伐おりに

る以す、置

き齢とはえ

在択 採 業 所

立上る省い

件法よ
に 方 場要伐 目の

狩る衆

石限公

。
る

所的

別、健

当）保

郡。の

町
字

通通に

式共共共共別式
示

第第第第指

通通
８
様様様様る

号号号号す
通

共共共共

式式式式様

第第第第

通通通

８

通に

共共共別

号号号号

示

第第第指

通通
式様

様様様る

号号号す

第第
通通
共共

式式

更 の音 項中 ２字 第 号号

海 よ線 北 に２ 定西 規

道 り

三 知 、の

九

の

事 次４

木の。略て

うの
堀 よ次

そに

、の、覧

はもし縦

立る図す

該すの供

当と
所び）

の及。

木。面る

町を

市類

る書

す係

在関

青の
山

川
番

二
奥

北
海

事
知１

道の

式式

様様様様

図
堀の

次

部期出 出出
提提提

式式
にる庁

１別す支

数限先

提提

式式
様様

示
指日

部 る庁

別す支

限先

期出 出

安示

保に

に図

示
指日
に

村北

指分
也 の部

林す
達

町支

市狩

る石

係道

に海

に
也分

部
達す

示
に



更 北

道しそ 海

、の 道

同関

路
告

条係

法
示

第図 第

２面

昭
和
項は
の、 号

規北

年

北 海

帯 線内代 糠

千 頃

路豊八

名線線

室広

芽

道 公 報

１２ 北

過 海

疎道道 道

地路路

備

告 え

域のの 示 置

自種路 第

立類線

次い
のて

促名 図縦

進、 号

はに特道区

」覧

第

２

え解場保た解

備
置除所安目

のて定と

除 次い予林的
指

」覧安ての 図縦保し

はに林

号

保た解

平安目
成除 林的
十と

三の し

年て

六

建

第 帯に道

律定海

法 指

広よ

市り設
路 第

帯路道 ） 上道部 号

広の

町供整
及 １

線を課 第

基用備 条
開

帯帯
３す北 の

番始び 項

上上

市市市

広広広

区帯
町町町

広広広

帯帯帯

上
基基

線線 番

別道域

か３３ 先番番 地

略る置び

省す措及

、供
、）覧

し。法縦

の成所

そ平場

図
海第

北律

を法

面年

道
由

省す所さ

、供の定理

風農

、）
し。

略る在れ
の用

西 の次害道

そ河て
備と

更 面図防地

郡 図の

海する

村 北示す

別 をに

理

更 道部た

字

月定

五さ

日

害水

風排

れ由

火

防用

の路

曜

と

備地

日

先。道 定

地る海 規

る
す

木 、

土 り

で走 よ

ま網 に
域

に 区

所 の

後業 路

現 道

え を

備
置 次

い の

間でら

まか

先先 ら地地

前別
更の前後後前

変後
敷
地

支第

勝）

十号

庁
務の

林項

部１

済第

経条

別る

更よ

びに

及定

課規

勝に
別 十分め

支限

庁る ・

経。

部

・ 済）

林
及
課１

務の

め
た

幌３

士上

び以

て と

でらで告 り

まかま、 お
の

変示

日
か平
ら成
２

、月
間６
週年

の

でら

かまかまかまか 幅
員らでらでら

延

工

場の

役道

村市

道
国

長

たの間平

しそ週

更２

に
。関、成

係一

筆

は縦月

面の６

図般年

にい

場つ

役に

町

北

道

１２３４

道
海

路 路工工工

告 事事法 事

示 線の開

第

種 区昭 始

和 の

の成
次平
を
事

名間類日

と

般日
一５

開月
り６
お年

と
等

。
る

す
供
に
覧

縦
の

道
海

縦北同

間
区
複

重
の 海供
北に日

、覧５

覧帯

整
路

道
部
設。

建る
道す

及
課

備

号

築成

律 赤赤砂改平

法
年

第 平平川

市市市

道住富年
月） 住吉平６号

吉町

８第

番 線
番日

で か１ ま 先第 先 地条 地

知
道

海
北

。
る
す日
始５

所所
業

現

場木
土
広

堀
事

に海

所北

場
覧

縦
の

次
び

、
て堀

い
置事

え知

備道 道
、
り

よ
に

定
規

の

ら項

道
海
北

を
域

区
の

路 四知

〇

也

日
の達

示
告

也
達

堀
事

也
達

変
り

お
と

の
次

ら
か



改 北

平正農 海

成す平政 道

９る成部 告

平 所 年。 示

成 北年管 第

十 海６の

三 道月事

年 告５項 号

六 示日中

北 海

路川２

道区中番町で

３

か
港 区豊先

津 の郡地
大

町ら
町 域頃
大中
津川番

道 公 報

道路

道しそ日

更の１２

同関ら成路

路、のか平

の線

法
条係２
間６類名

昭第図週年種

項は、月

和２面
北般日道大

年の、一５

規

第

道
海

北

里地 斜部

告 先 林 森郡 里

示 班 林清 郡ま

第 い 管里 清で

理町 里

小字 町

班 署号

江地 清江 字

号

の

路路

道路道区

１２３

道江
類名域

種区

の線

月 第第

五
日 項

削

号を

助、

補り

火 金第

等

曜

交を

の項

日 付第

に

頃ま

町豊先

寿郡地

間
敷

前別
更の前後

変後
地

縦長

律定海の道津

法

の

よ建覧節

第に道
り設に線

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

南先 里南

す北 の
始び

事 網か

後

後
南所斜１

走ら番 務

別
の前前

線変

場
車

停間

里
清

道南

るし

すと

関項

地
敷

前
更

限北第

権、

の海
第

）事ら

任知か

委道項

の
一堀

次で

をま

部項

員らでらで

かまかま 幅
延

長

道線 国重道線

道

。道 定
る海 規

道にに 道

木海 、

土北 り

広 よ

帯 に
区

所事 の

業知 路

現道 道

い の

置 次

え を

備堀 域

に

らでらで

かまかまかま

らで

の達を

国
長

延
員

幅
の

重

し材促

にず

う也項

よ１

項及生、利進

削事項水

実業

、第び動第用事

り

第物 同

共項証の 事項

び業に

項と項存及事」

、７策第及改

第しを対

複大 大お

とけけ のの 区津津 等お

の間来る来る 間間 旅旅
つを

水繰削

農有農農林上、

産りり

営村珠村村務げ第

経
構振山振振部、
８を

造興周興興所第項

お

て達 と

対基辺地総管

項
変示
告也 り

、

を
農北中先エ肥 を第 項

低 り項業海山進ゾ料 削

女カコ 、と・道間的シ

業域性被ス 第し農農地

ま第ら

間
区

複

、村

項項に

第 中第改項で農

めをを村項 第
項、削８環か項

計第
ま 項中同り項境ら
で を項、ず

を 削農を第つ画
繰策項

項か進
の
と
等
道

り村同

」

りし第業

繰とら事

つ
上、

でに

、事ま次

げ同項の

中を

第項

びめ 項同項推
を域同

中事ず進項地、

項つ事
項住を

漁中繰業７材項

上にず宅同

港第り」

漁

繰及項

村項げ改つ普事

第同、り活第

総を、め

合

事同上動 整

、」と

備項項項げの項

同同をし

事と第を

業し

を９

策本地理合の項第

備項削項

事計域情整事

業シ事中りと

業画農報

第、

成復ス業第、し

作
業支ム項９第

事興テ４

援デを項

策タり第及

対ー削を項

業備第項第

事整、７び

事５と

同チ先施農害ト
止推

項項ャ進設業防化

理営緊進

をのレ技管経

ジ実体者急事

第次ン術

に

証制育対業 項次

備事事

との推事整成策

進業 し
第を業援

、項事支業業

加事

え業

９

る 項

事で
項 、総事項り定ま

第げ業を
ず 第合項を上

整第つ

、」８繰 項備

改ず
り を等項項同に項

し項めつ
上 第実とと事

施しげ

同り
、 項計、、第、繰
第 と画同第
項項上 し策事

、定項項中をげ

第事中を同、項

業第削農事第及

りび

項第削及

を

ー

りを第リ

削項、ク

、第
項ン 同

産

項と第業

事項を農

第し
、項地
し大

項第と拡

中
項、事

」、項事事、

第材事

を第中項項木同

第

需項 漁項野

中促第

村を生項項要中

総削水と

合り生し進
材策を

整、生、木対項

備第物同

四 共事需事削 事

一

中促、

業項存項要業り

」を対

に第策第進地第

対域 事

第４

を、を

業項し項
改

項

第
４

り

し第繰

とをつ

項項ず
し、

６とげ

第項上

、８
及、第

項

同同胆支同び第
項

第
ら
。 か

振庁第

を
で

ま
項

繰同同同同同同 つ
ず

項
び り業項 項」
かを項、農第項第
を らを第村
整項削項 第農第
項備とり 村を

、第削 項振項を環し、
り ま興と第境
対同、 で総し

項を第 を合、項策事項

６整第と指
し針中第 項備

項 ず実項、・第
項を つ施を第計
画項と第

ら事」

同か同業
繰計第

第加

を第項を

」

え 支項
を項

長で中同

庁ま項、

」

レ事

改項ャ同

に２チを

同繰ジ第

、つン項

めず
項りク

事宅を

め項業項策住項

しを第業資第

、と」を

同

材 項、

域用と

を第野項地利項

生と 同
第

庁項及び

支長７項及

長をび
１第
項 項 第

、
げ

上
り

ず項を

項策をし り画

第と

上策項か定第、項

げ定とら事

し 、事し第業項
」と項、 同業、

、

事」第項をしか第

ンし

同げーと

を上リ項
業同

項第農、

事、
第
項推事



見為た平

北行っ

４議あ

赤を。成

概

十行
院、月

要病旨６

字う年

従あ働働日

労労５

北 海

平

件時所

事日場

１２３

道 公 報

全り知
お通

赤議あ成

日争が平

世伊行っ

北赤を。６

紀達為た年

旨日

森字う５

の十行月

づ病

第

第しり項と

項と削事項

水

、、第し 産

、 教林項同第
項第 育務中事

の部項項中

も所、中を項
庁第

り管林第第支を

整の業

備事事項項長

号

中
第項。

、事る

し同え

平項第
成を
十削項
三りを

年、第

六

調

すゆ合係

事ら組関

同

職の法 行 全形整 執 るる
場争委

行和 長 議昭 員

為西
子第

う節律

行法

を村年

達
成伊

。

一賃夏労そ
他６十

時金期働の年赤

定別件の月字

金協特条

日院

のの休等要７病

等

の要に午に

要要暇の求

い

にに要求関前お

求求

関る時て

関関求にす０

るる関す係以、

すすに

く院、

係係する争降全

り労労 公

調

事合係

進組関

推働働
委法 行整 執 業

和 長昭 員
大
西年

しをと

事項業をと」項

、し

業中体第

第及
び項第同、
」同 項市と
、か改の

か町し項に項
、に

第」第らめ次

ら村

第 を

同次 項項
らまを１

ま及か項項の

を林第で同項

でび

月事項

五項と

日

、
第し
項第
中
項

火

」第
同を

曜を
項

日

庁し
支と

か

北

平第
、）

ら号
成
条海

の
月項事

５１知

年第道

日

のよ
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